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　人口の動き

一7月1日現在一
男5．840（一12）

女5．985（一11）

計ll，825（一23）

世帯数2，59X－3）

（）内は前月との比較
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　　　　　　　　　　　　　　　その後の月見が原遊園
　町の老人クラブが中心になって建設を推進している伊友の月見が原遊園。その後の様子を拝見して
みようと立ち寄ってみたら、地元と室島の老人クラブ員が、88歳のおばあさんもまじえ作業に励ん
でおりました。（6月11日）
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予
定
し
て
い
る
九

＊＊
　
　
　
　
　
　
月
末
ま
で
に
成
案
を

＊＊＊

　
　
　
　
　
　
み
る
た
め
、
総
合
開

＊＊
　
　
　
　
　
　
発
計
画
審
議
会
の
各

＊＊＊
　
　
　
　
　
　
部
会
開
催
や
関
係
事

＊＊

　
　
　
　
　
　
務
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

＊＊＊

　
　
　
　
　
　
め
ら
れ
て
い
る
。

＊＊

　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
＋
日
あ
ま
り

＊＊＊

　
　
　
　
　
　
の
会
議
日
程
を
ふ
り

　　

紳
返
っ
て
み
て
も
、
六
月
三
十
日
建
設

林
部
会
、
七
月
二
日
産
業
部
会
、
三
日

　
料
厚
生
部
会
、
四
日
文
教
部
会
、
五
日

林
事
務
局
会
議
、
七
日
総
合
部
会
と
続

　

紳
い
て
い
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
基

林
本
構
想
と
基
本
計
画
の
と
り
ま
と
め

　
淋
に
主
眼
が
注
が
れ
、
そ
の
甲
身
は
、

料
や
は
り
産
業
の
振
興
と
教
育
施
設
の

　
林
整
備
が
焦
点
の
よ
う
で
あ
る
。

林
　
産
業
面
で
は
、
米
づ
く
り
（
大
型

　
纏
機
械
導
入
の
た
め
に
必
要
な
ほ
場
整

料
備
と
交
換
分
合
）
と
と
も
に
機
業
の

　

料
育
成
が
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
、

料
い
っ
ぽ
う
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
学

　
料
校
統
合
の
ゆ
く
え
が
重
要
な
ポ
イ
ン

綜
ト
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

　
料
ら
す
べ
て
の
推
論
の
基
礎
と
な
る
命

料
題
と
し
て
、
道
路
、
交
通
網
の
整
備

　
料
問
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
と
い

紳
つ
て
よ
い
。
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＊
＊
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＊

行
　
　
　
事

町
教
職
員
体
育
大
会

町
婦
人
会
定
期
総
会
、
午
前

　
十
時
か
ら
橘
中
学
校
で
開
く
。

十
四
日
　
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
会

　
議
（
午
前
十
時
か
ら
役
場
で
）
。
同

　
日
、
新
大
へ
き
地
研
究
生
が
釆
町
し

　
て
高
倉
入
り
（
十
九
日
ま
で
在
町
）

十
八
日
　
町
剣
友
会
総
会
（
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
教
委
の
学
校
統
合
に
関
す
る
青
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
の
ひ
と
つ
、
中
学
校
統
合
計
画
継

に
よ
る
と
、
四
十
七
年
度
に
は
全
町
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
校
の
実
質
統
合
を
完
成
し
た
い
と
料

な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
至
る
道
程
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
、
明
年
度
に
、
橘
の
生
徒
は
緋

現
川
西
中
に
通
学
と
い
う
状
態
を
含
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
て
、
名
目
統
合
を
実
現
し
よ
う
と
纏

い
う
万
針
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
万
針
に
基
づ
い
て
、
教
委
で
料

は
橘
地
区
に
出
向
い
て
説
明
す
る
い
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
ぽ
う
、
地
元
の
意
向
を
打
診
し
た
紳

が
、
六
月
二
十
八
日
の
木
落
を
締
め
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
く
り
と
し
て
、
ご
く
集
約
的
な
地
料

区
住
民
の
声
は
、
　
「
教
委
万
針
に
異
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

論
は
な
い
が
、
問
題
は
通
学
対
策
だ
料

け
で
あ
る
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
よ
う
だ
。
た
し
か
に
、
寄
宿
舎
の
林

整
備
、
通
学
費
補
助
、
道
路
無
雪
化
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
は
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
料

命
題
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
木
島
町
の
篤
志
家
が
、
消
防
団
第
料

一
分
団
第
三
部
に
ポ
ン
プ
積
載
車
、
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
じ
く
甲
屋
敷
公
民
舘
に
内
部
施
設
紳

の
一
部
（
上
流
し
な
ど
）
を
寄
贈
さ
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
。
消
防
と
い
い
、
部
落
公
民
舘
継

と
い
い
、
そ
の
整
備
に
対
し
て
、
こ
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
よ
う
な
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
を
心
林

か
ら
感
謝
い
た
し
た
い
。
　
　
Z
　
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
か
ら
役
場
で
）
。
上
野
で
は
若
葉
会

　
の
健
康
教
室
が
開
か
れ
る
予
定
。

二
十
七
日
　
郡
市
社
会
教
育
大
会
、
下

　
船
渡
小
が
会
場
で
九
時
半
開
会
、
大

　
会
テ
1
マ
は
「
現
代
っ
子
を
育
て
る

　
た
め
に
親
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

二
十
九
日
　
こ
の
日
か
ら
八
月
十
三
日

　
ま
で
慶
大
医
事
振
興
会
の
一
行
七
十

　
　
　
　
　
　
つ
ヨ
ド
　
　
も

　
人
（
う
ち
医
師
二
十
三
人
）
が
仙
田

　
に
は
い
る
。
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町
議
会
報
告

　
　
共
同
調
理
場
条
例
を
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
期
最
後
の
定
例
会
終
わ
る

　
第
四
回
町
議
会
定
例
会
は
六
月
十
七
日
に
招
集
さ
れ
、
議
案
八

件
、
専
決
処
分
同
じ
く
八
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
、
承
認

し
た
。
ほ
か
に
、
請
願
が
一
件
。
な
お
、
町
議
会
は
こ
の
定
例
会

の
あ
と
六
月
い
っ
ぱ
い
、
各
常
任
委
員
会
の
町
内
現
地
視
察
を
行

な
っ
て
い
る
。

専
決
処
分

　
　
予
算
の
補
正
な
ど

　
承
認
さ
れ
た
専
決
処
分
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
四
士
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
こ
れ
は
、
災
害
復
旧
費
の
起
債
予

　
定
が
、
当
初
三
百
二
十
万
円
で
あ
っ

　
た
と
こ
ろ
決
定
額
が
四
百
万
円
と
な

　
り
、
同
じ
く
千
手
小
運
動
場
用
地
取

　
得
事
業
債
も
、
当
初
二
百
五
十
万
円

　
に
対
し
決
定
が
二
百
万
円
と
な
り
、

　
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

②
四
十
三
年
度
国
保
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　
　
国
庫
支
出
金
と
療
養
給
付
費
の
増

　
額
を
内
容
と
す
る
補
正
で
あ
る
。

③
四
十
四
年
度
国
保
施
設
特
別
会
計

補
正
予
算

④
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
地
万
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
つ
て

　
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

⑤
県
交
通
災
害
共
済
組
合
規
約
変
更

⑥
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合
規
約
変

　
更⑦
県
町
村
人
事
事
務
組
合
規
約
変
更

⑧
県
旧
市
町
村
職
員
恩
給
組
合
規
約

　
変
更

　
　
以
上
四
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合

　
を
組
織
し
て
い
る
地
万
公
共
団
体
の

　
数
の
増
減
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
大
久
保
武
義
さ
ん

　
議
員
提
出
一
件
を
含
む
議
案
の
審
議

状
況
は
次
の
と
お
り
。

①
固
定
資
産
評
価
審
査
会
の
委
員
選
任

に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
大
久
保
武
義
さ
ん
（
野
口
）
を
選
任

し
た
い
と
い
う
町
長
提
案
に
満
場
一
致

で
同
意
し
た
。
委
員
の
任
期
は
三
年
で

大
久
保
さ
ん
は
再
任
で
あ
る
。

②
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
国
鉄
の
運
賃
改
定
に
伴
い
、
い
ま
ま

で
の
一
等
料
金
を
グ
リ
ー
ン
料
金
に
改

め
る
関
係
の
も
の
で
あ
る
。

③
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

④
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
条
例
の
一

部
改
正

　
分
娩
料
と
助
産
手
数
料
の
六
千
円
を

六
千
五
百
円
に
、
同
双
生
児
加
算
三
千

円
を
三
千
二
百
五
十
円
に
改
め
る
も
の

で
、
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

⑤
仙
田
学
校
給
食
共
同
調
理
場
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
仙
田
中
の
給
食
施
設
を
利
用
し
て
仙

田
小
の
本
、
分
校
に
完
全
給
食
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
、
共
同
調
理
場
と
し

て
条
例
制
定
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
。

⑥
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
一
部
改
正

　
給
水
装
置
の
構
造
お
よ
ぴ
材
質
を
定

め
る
条
文
を
加
え
る
も
の
。

　
一
般
会
計

工
事
関
係
予
算
を
追
加

⑦
四
＋
四
年
度
一
般
会
計
予
算
の
補
正

　
歳
入
で
県
支
出
金
の
八
百
八
十
八
万

繰
越
金
の
九
百
十
三
万
、
歳
出
で
は
農

林
水
産
業
費
に
一
千
一
百
五
十
八
万
、

教
育
費
に
五
百
七
十
六
万
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
追
加
す
る
も
の
で
、
　
一
回
目
の
こ

の
補
正
に
よ
っ
て
、
一
般
会
計
の
総
額

は
三
億
三
千
五
百
二
十
四
万
二
千
円
と

な
っ
た
。
林
道
開
設
工
事
請
負
費
の
約

一
千
万
円
、
学
校
プ
ー
ル
建
設
（
橘
）

と
千
手
小
の
グ
ラ
ン
ド
整
備
関
係
の
補

正
増
約
三
百
五
十
万
円
が
大
口
で
あ
る

⑧
議
会
常
任
委
員
会
お
よ
ぴ
特
別
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
（
議
員
提
出
）

　
町
の
課
設
置
条
例
一
部
改
正
に
よ
り

委
員
会
の
所
管
を
改
め
る
も
の
。

　
ほ
か
に
、
請
願
は
「
上
野
地
区
消
雪

パ
イ
プ
設
置
に
つ
い
て
」
　
一
件
で
、
こ

れ
は
委
員
会
に
付
託
、
継
続
審
査
と
な

っ
た
。

羽
鳥
建
設
、
③
百
万
円

翻
万
柿
坂
線
舗
装
①
大
白
倉
、
②

吉
楽
土
建
、
③
四
＋
八
万
五
千
円

0
下
段
小
路
線
舗
装
①
東
善
寺
、

②
甲
野
建
設
、
③
百
万
円

0
原
田
道
路
復
旧
　
①
原
田
、
②
羽

鳥
建
設
、
③
四
＋
三
万
三
千
円

0
大
白
倉
道
路
復
旧
①
大
白
倉
、

②
吉
楽
土
建
③
四
＋
一
万
円

■
大
倉
水
路
復
旧
　
①
大
倉
、
②
吉

楽
土
建
③
九
＋
七
万
二
千
円

囹
元
町
道
路
復
旧
①
元
町
②
丸

山
工
務
所
③
六
＋
二
万
五
千
円

印
鑑
証
明
願
は

本
人
が
出
頭
し
て

　
印
鑑
の
登
録
や
証
明
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
と
必
要
な
事
項
を
定
め
た
川
西

町
印
鑑
条
例
に
よ
る
と
、
　
「
印
鑑
に
関

ー
町
の
事
業
ー

入
札
の
も
よ
う

　
①
は
施
工
か
所
、
②
は
請
負

　
業
者
、
③
は
請
負
金
額

■
木
落
西
浦
線
改
修
　
①
木
落
、
②

す
る
届
出
、
願
出
そ
の
他
の
行
為
は
、

本
人
が
出
頭
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
病
気
そ
の
他
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
本
人
が
出
頭
で

き
な
い
と
き
は
、
代
理
人
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。
」
　
「
代
理
人
に
よ
る
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
証
す
る
書
類
（
委
任

届
）
を
そ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
印
鑑
が
も
っ
て
い
る
性
格
上
、
こ
れ

は
当
然
な
こ
と
で
、
印
鑑
証
明
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
、
必
ず
本
人
が
出
頭
す

る
か
、
代
理
人
に
任
せ
る
際
は
委
任
届

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

庁
内
人
事

▽
退
職
／
六
月
二
十
一
日
付

吉
楽
あ
け
み
（
総
務
課
庶
務
係
）

　　　　　　　　　成人式　の準備
　ことしから8月に行なわれる成人式、該当者387人のうち約320人
が出席予定とかで公民館事務局ではうれしい悲鳴。記念講演の講師も人選

を終え、成人講座も開く予定で準備に怠りはありません。（写真・6月の
成人者代表会議がら）

鶴
《らし

　
「
地
球
の
人
間

月
に
第
一
歩
を
し

る
す
。
一
九
六
九

年
七
月
、
わ
れ
ら

全
人
類
を
代
表
し

無
事
到
着
。
」
と

し
る
し
た
額
を
月
面
に
置
い
て
く

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
い

よ
い
よ
そ
の
瞬
間
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。

愈　　
雨
の
あ
と
始
末
に
つ
い
て
ひ

　
　
と
つ
。
カ
ビ
の
け
は
い
を
見

つ
け
た
ら
、
熱
い
湯
に
消
毒
洗
剤

を
入
れ
て
き
つ
く
し
ぼ
っ
た
ぞ
う

き
ん
で
ふ
き
と
り
、
ヘ
ァ
ド
ラ
イ

ヤ
ー
を
使
っ
て
熱
い
空
気
を
吹
き

付
け
て
お
き
ま
す
。
た
た
み
の
水

け
と
か
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
や
家

の
甲
で
飼
っ
て
い
る
動
物
の
そ
そ

う
の
あ
と
始
末
も
、
同
じ
万
法
で

手
早
く
か
わ
か
し
て
み
た
ら
い
か

が
で
す
か
。

㊥　　
蔵
庫
を
過
信
す
る
あ
ま
り
、

　
　
肉
や
く
だ
も
の
を
腐
ら
せ
て

失
敗
す
る
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
と
つ
め
こ
む
と
冷

却
能
力
は
ぐ
ん
と
落
ち
る
し
、
食

甲
毒
の
原
因
は
、
案
外
そ
ん
な
と

こ
ろ
に
ひ
そ
ん
で
い
る
も
の
で
す

⑨　　
本
脳
炎
や
日
射
病
が
ま
た
心

　
　
配
の
種
で
す
。
お
子
さ
ん
が

外
で
遊
ぶ
と
き
に
は
、
必
ず
帽
子

を
か
ぶ
る
よ
う
に
し
む
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
夏
休
み
に
は
い
っ

た
ら
、
暑
さ
と
休
み
の
気
楽
さ
か

ら
、
毎
日
ご
ろ
ご
ろ
と
し
や
す
い

子
ど
も
た
ち
に
気
合
い
を
入
れ
、

夏
休
み
イ
コ
ー
ル
鍛
練
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。
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免
．
、
昔
の
品
を
航
．
、
銑
．
、
銑
・
、
鉱
。
、
軌
．
、

ぎ

尚
　
民
俗
資
料
を

ゐ

Ψ
、
　
　
　
　
　
集
め
ま

｛
レ
　
　
’
．
、
　
　
　
ノ
．
、
　
　
　
’
q
、
　
　
　
戸
『
、
　
　
　
’
．
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ノ
q
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ρ
．
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、
　
、
，
♂
　
　
　
　
、
，
プ
　
　
　
　
、
，
4
　
　
　
　
、
D
’
　
　
　
　
、
，
4
　
　
　
　
、
，
4
　
　
　
　
、
，
プ
　
　
　
　
、
，
げ

　
歴
史
ブ
ー
ム
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ

う
か
、
あ
ち
こ
ち
で
郷
土
の
研
究
が
盛

ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の

反
面
で
は
、
こ
う
し
た
流
れ
に
乗
じ
た

心
な
い
人
た
ち
に
よ
つ
て
、
先
人
の
残

し
て
く
れ
た
大
切
な
資
料
が
町
外
に
運

ぴ
出
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
増
改
築
や
転

出
な
ど
で
、
文
化
財
と
し
て
価
値
の
あ

る
品
が
惜
し
げ
も
な
く
捨
て
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
月
旅
行
が
目
の
前
の
時
代
に
、
昔
の

も
の
、
な
ど
と
い
う
と
、
つ
ま
ら
な
い

と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
祖
先
た
ち
の
苦
し
い
努
力
の
あ
と

が
し
み
つ
い
て
い
る
生
活
や
生
産
の
用

具
を
、
古
く
さ
い
、
も
う
役
に
立
た
な

い
、
と
い
う
理
由
で
ア
ッ
サ
リ
捨
て
て

よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
ん
ど
、
川
西
町
で
は
、
い
ま
急
速

に
失
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
ふ
た
た

ぴ
と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う

な
昔
の
物
を
一
か
所
に
集
め
て
保
存
し

民
俗
資
料
と
し
て
保
護
活
用
を
は
か
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
高

度
な
生
活
文
化
を
築
く
ま
で
に
い
た
っ

た
祖
先
た
ち
の
苦
労
と
、
そ
の
甲
か
ら

生
ま
れ
た
生
活
の
知
恵
や
文
化
を
、
町

の
未
来
を
に
な
う
次
の
世
代
に
正
し
く

伝
え
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
ま
こ
と
に
勝
手
な
お
願
い
で
す
が
、

別
記
の
よ
う
な
品
を
お
持
ち
で
し
た
ら

町
に
寄
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ご
寄
付
く
だ
さ
る
万
は
、
お
手

数
な
が
ら
町
教
育
委
員
会
か
公
民
舘
、

櫛刊1くまを憂1

だ　　　憂，
さす　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　、

い　　　義二
　　　　　　　　　　　　　　、

し…潔
　　♂畠、　　♂直、　　♂A、

ま
た
は
企
画
室
あ
て
に
ご
一
報
く
だ
さ

い
（
電
話
、
い
ず
れ
も
千
手
二
一
〇
番
）
岩
田
帯
、
安
産
護
符
、
乳
形
、
と
り
あ

あ
る
い
は
嘱
託
員
宅
に
ご
持
参
い
た
だ

い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

　
拝
領
の
品
に
は
寄
贈
者
の
お
名
前
を

記
録
し
、
そ
の
品
が
使
わ
れ
た
目
的
や

当
時
の
世
相
な
ど
を
記
し
て
末
長
く
保

護
活
用
を
は
か
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す

　
よ
ろ
し
く
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ほ
し
い
も
の

　
く
し
、
こ
う
が
い
、
お
は
ぐ
ろ
道
具

針
箱
、
へ
ら
台
、
ひ
の
し
、
箱
ぜ
ん
、

火
打
ち
石
用
具
、
矢
立
て
、
あ
ん
ど
ん

山
図
面
、
入
会
文
書
、
古
交
書
、
絵
図

弓
、
矢
、
な
め
し
用
具
、
種
紙
、
腹
掛

く
ち
か
ご
、
つ
む
、
お
ぼ
け
、
烙
印
、

牛
馬
飾
具
、
職
人
（
大
工
、
左
官
、
桶

屋
、
屋
根
屋
、
か
じ
屋
、
か
ご
屋
、
木

地
師
、
陶
工
、
漆
工
）
の
用
具
（
服
装

付
属
品
、
携
行
品
等
）
　
道
標
類
、
旗

頭
当
て
、
背
甲
あ
て
、
背
負
い
は
し
ご

か
ご
、
も
っ
こ
、
て
ん
ぴ
ん
棒
、
息
杖

た
い
こ
、
ほ
ら
貝
、
は
ん
、
さ
い
配
、

銭
箱
、
銭
刺
し
、
銭
受
け
、
看
板
、
広

告
類
、
の
れ
ん
、
の
ぼ
り
、
証
書
、
符

骨
、
紙
幣
、
商
票
、
火
事
装
東
、
赤
頭

巾
、
縄
帯
、
十
手
、
捕
縄
、
責
め
道
具

木
偶
、
わ
ら
人
形
、
八
足
、
木
魚
、
鈴

絵
馬
、
足
形
、
招
き
猫
、
福
助
、
ほ
こ

祈
と
う
師
、
み
こ
、
山
伏
、
修
業
僧
、

参
拝
者
な
ど
の
衣
装
や
持
ち
物
、
ま
じ

な
い
、
占
、
呪
術
の
用
具
、
こ
よ
み
、

数
取
り
札
、
日
・
水
・
砂
時
計
、
寺
小

屋
の
教
本
、
習
字
手
本
、
筆
紙
墨
、
各

種
芸
能
、
競
技
、
娯
楽
の
用
具
、
台
本

し
ょ
う
、
太
鼓
、
大
道
芸
、
門
付
け
芸

よ
せ
芸
、
座
敷
芸
の
用
具
、
お
手
玉
、

あ
や
と
り
、
お
は
じ
き
、
か
る
た
、
こ

ま
、
双
六
、
賭
博
の
用
具
、
郷
土
玩
具

げ
道
具
、
う
ぶ
着
、
育
児
用
具
、
婚
礼

用
具
、
嫁
祝
い
棒
、
ム
コ
い
じ
め
の
品

物
、
離
縁
状
、
厄
年
、
年
祝
い
用
具
、

死
者
の
服
装
、
年
甲
行
事
の
用
具
、
治

療
具
、
薬
品
、
徳
利
、
盃
、
銚
子
、
手

ぬ
ぐ
い
、
ふ
ろ
し
き
、
た
す
き
、
て
っ

こ
う
、
帯
、
戦
時
中
の
品
、
軍
隊
の
用

具
、
前
掛
け
、
あ
ん
き
ん
、
桐
油
紙
、

は
ぱ
き
、
つ
ま
か
け
、
は
だ
着
類
、
杖

道
甲
着
、
ぬ
さ
袋
、
胴
巻
き
、
は
さ
み

箱
、
行
李
、
た
ら
い
、
き
ぬ
た
等
。

　
　
お
願
い
に

　
　
　
当
た
っ
て

①
昭
和
二
＋
年
八
月
＋
五
日
以
前
の
、

で
き
る
だ
け
古
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
時
点
で
、
す

で
に
同
じ
い
品
を
入
手
し
て
い
る
と
き

は
辞
退
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

③
こ
こ
に
は
ほ
ん
の
一
例
を
あ
げ
た
だ

け
で
す
。
こ
れ
以
外
に
お
気
づ
き
の
品

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

④
ハ
タ
織
り
道
具
、
荷
車
、
稲
こ
き
機

せ
ん
ば
、
唐
箕
、
牛
馬
耕
用
具
、
屋
台

だ
し
、
ソ
リ
、
水
車
、
こ
し
、
人
力
車

な
ど
も
ほ
し
い
の
で
す
が
、
せ
っ
か
く

い
た
だ
い
て
も
格
納
す
る
施
設
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
も
貴
重
な
民
俗
資
料

で
す
の
で
大
切
に
保
存
し
て
く
だ
さ
い

万
一
、
処
分
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
写
真
班
が
お

伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

愛
の
と
も
し
び

　
　
募
金
運
動
に

　
　
ご
理
解
を

　
け
い
こ
う
（
螢
光
）
防
犯
灯
を
取
り

付
け
る
の
が
目
的
で
、
　
「
愛
の
と
も
し

ぴ
募
金
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
東
北
電
力
㈱
＋
日
町

営
業
所
管
内
の
市
町
村
お
よ
ぴ
各
地
区

防
犯
協
議
会
が
主
催
し
て
い
る
も
の
で

各
市
町
村
に
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
暗

い
場
所
、
暗
い
道
路
を
、
愛
の
と
も
し

ぴ
で
明
る
い
も
の
に
し
、
悪
の
温
床
と

な
り
や
す
い
環
境
を
一
掃
し
よ
う
と
い

う
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
運
動
目
標
は
、
各
町
内
の
要
所
に
二

十
ワ
ッ
ト
の
け
い
こ
う
灯
を
取
り
付
け

る
た
め
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
世

帯
当
た
り
百
円
以
上
の
寄
付
と
、
さ
ら

に
、
篤
志
家
の
大
口
寄
付
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

　
こ
の
け
い
こ
う
防
犯
灯
は
、
電
気
正

事
代
な
ど
を
含
め
て
一
式
四
千
五
首
円

（
市
価
だ
と
六
千
五
百
円
）
で
取
り
付

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
近
日
中
に

ご
芳
志
袋
を
嘱
託
員
を
通
じ
て
お
配
り

し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

健康管

理
室
　
　
　
▼
毎
月
第

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
三
木
曜
日
を

カ
ら
で
す
　
　
　
定
例
日
（
場

所
は
そ
の
つ
ど
連
絡
し
ま
す
）
に
、
犬

の
買
い
上
げ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
し
尿
処
理
の
申
し
込
み
：
：
斉
木

政
治
（
有
線
千
手
三
二
一
三
）
、
根
津

精
一
郎
（
〃
上
野
二
〇
〇
一
）
、
こ
の

う
ち
の
い
ず
れ
か
へ
ど
・
つ
ぞ
。

　
区
長
と
言
い
、
町
内
会
長
と
称

し
、
総
代
、
あ
る
い
は
常
会
長
と

も
呼
ぶ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
組
織
で
す
か
ら
、
地
域
ご
と
に

い
ろ
い
ろ
な
呼
称
が
あ
る
の
は
当

然
の
こ
と
。
町
で
は
、
こ
れ
ら
の

五
十
二
に
の
ぼ
る
部
落
や
町
内
の

代
表
者
を
町
政
事
務
嘱
託
員

と
し
て
委
嘱
し
、
住
民
の
み

な
さ
ん
と
町
の
行
政
そ
の
他

を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
の
役
目
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
三
日
、
役
場
に
全
町

の
嘱
託
員
か
ら
集
ま
つ
て
い
た
だ

い
て
、
会
議
を
開
い
た
と
き
の
様

子
の
一
部
で
す
が
、
小
さ
く
て
う

ま
く
半
男
力
つ
く
か
ど
う
か
。

　
当
日
の
議
題
は
、
○
愛
の
と
も

し
ぴ
募
金
運
動
要
請
、
○
選
挙
法

の
改
正
関
係
、
○
農
業
委
員
と
町

議
会
議
員
の
一
般
選
挙
に
つ
い
て

○
護
国
神
社
二
十
五
周
年
記
念
事

業
募
金
の
協
力
依
頼
、
○
学
校
の

統
合
計
画
、
○
民
俗
資
料
の
収
集

に
つ
い
て
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

託
員
会
議

広報7勺

手
．
．
会
．
．
．
．
．

　
農
委
選
挙
は
、
明
十
一
日
に
立

候
補
を
締
め
切
っ
て
十
五
日
が
投

票
予
定
。
新
定
数
で
注
目
さ
れ
る

町
議
選
は
八
月
三
日
告
示
、
六
日

立
候
補
締
切
、
投
票
日
は
十
日
、

今
月
下
旬
に
立
候
補
届
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
て
る
と
い
う

係
員
か
ら
の
話
。
な
お
、
町
議
選

の
日
程
、
啓
発
な
ど
細
か
い
事
項

は
「
広
報
か
わ
に
し
」
の
臨
時
号

を
出
し
て
徹
底
す
る
万
針
で
す
か

ら
ご
留
意
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

　
愛
の
と
も
し
ぴ
募
金
運
動
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
先
月
の
本
紙
で

　
　
お
伝
え
済
み
な
が
ら
、
募
金

　
　
ば
や
り
の
昨
今
、
も
う
一
度

　
　
掲
載
し
て
み
な
さ
ん
の
理
解

　
　
を
深
め
、
共
鳴
を
得
る
よ
う

　
　
に
と
の
会
議
で
の
ご
意
見
に

よ
っ
て
、
今
月
の
こ
の
ぺ
ー
ジ
に

再
登
場
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
は
も
と
よ
り

嘱
託
員
の
か
た
が
た
に
も
お
願
い

す
る
こ
と
ば
か
り
、
広
報
も
一
日

で
も
早
く
お
配
り
い
た
だ
け
る
よ

う
つ
ぶ
や
い
て
み
ま
し
た
。
　
Z
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一
、
職
種
　
・
人
員

〇
　
一
般
事
務
職
員
（
男
子
）

　
高
校
卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
、
以
下
同
じ
）

　
　
　
　
、
多
§
妻
ノ
ー
～

　
　
　
　
　
・
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　

●
　
　
●
　
　
9
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　
中
学
卒
　
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

⇔
　
土
木
技
術
職
員
（
男
子
）

　
　
　
　
　
　
高
校
卒
：
：
：
：
：
：
：
：
：

　
　
　
　
二
、
応
募
資
格

集職員募

若
干
人

若
干
人

若
干
人

　
　
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る

　
　
こ
と
。

三
、
試
験
万
法
　
－

O
第
一
次
試
験

　
　
期
日
　
八
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）

　
　
会
場
　
長
岡
市
、
長
岡
女
子
高
等
学
校

　
　
課
目
　
筆
記
試
験
（
一
般
教
養
お
よ
ぴ
作
文
）

⇔
第
二
次
試
験

　
　
　
十
月
中
旬
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
、
口
述

　
　
試
験
お
よ
ぴ
身
体
検
査
を
行
な
う
。

四
、
申
込
方
法

　
　
受
験
申
込
書
（
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）
に
履
歴
書
、
身
上
調
書
お
よ

　
ぴ
最
終
学
校
成
績
証
明
書
を
添
え
て
、
今
月
二
十
四
日
ま
で
に
総
務
課

　
へ
申
し
込
む
こ
と
。

五
、
そ
の
他

　
　
採
用
予
定
は
明
年
四
月
一
日
、
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
総
務
課
へ

　
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

護
国
神
社
鎮
座
二

十
五
周
年
記
念
事

業
募
金
の
お
願
い

　
新
潟
県
護
国
神
社
は
、
明
治
戌
辰
戦

争
以
釆
、
幾
多
の
戦
闘
で
一
身
を
国
の

た
め
に
な
げ
う
ち
、
現
在
の
平
和
な
日

本
建
設
の
礎
と
な
っ
た
、
県
出
身
者
の

霊
を
ま
つ
る
県
民
の
神
社
で
す
が
、
昭

和
十
七
年
造
営
に
着
手
し
、
二
十
年
五

月
に
完
成
し
た
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
毎
年
、
春
秋
の
大
祭
に
は

肉
親
で
あ
り
、
友
人
、
知
人
で
あ
つ
た

七
万
七
千
八
百
二
十
人
を
数
え
る
霊
に

対
す
る
祭
り
ご
と
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
た
ま
た
ま
明
年
は
、
そ
の
鎮
座
二
十

五
周
年
に
あ
た
る
の
で
、
こ
れ
を
記
念

し
て
臨
時
慰
霊
大
祭
を
行
な
う
と
と
も

に
、
関
連
し
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
奉
賛
会
の
手
に
よ
っ
て
六
月

か
ら
募
金
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
で
は
、
こ
の
募
金
を
遺
族
会
で

取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
の
ち
ほ
ど
、
遺
族
会
員
が
み
な
さ
ん

の
ご
家
庭
を
訪
問
し
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
が
、
募
金
の
目
標
は
一
世
帯
百
円

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
ご
協
力
ね
が

い
ま
す
。

　
な
お
、
募
金
の
総
目
標
額
、
使
途
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
目
標
額
　
　
　
　
　
三
千
万
円

▽
使
途

　
。
大
祭
費
　
　
　
　
　
四
百
万
円

　
。
社
殿
お
よ
ぴ
社
頭
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
千
九
百
万
円

　
・
神
社
史
刊
行
費
　
　
二
百
万
円

　
。
そ
の
他
の
経
費
　
　
五
百
万
円

　
募
金
の
期
間
は
六
月
か
ら
十
一
月
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〃
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
〃
も

実
施
中

　
〃
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〃
も
す

で
に
数
え
て
十
九
回
目
。
犯
罪
の
防
止

と
、
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
是
正
や

更
生
保
護
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
月
を
強
調
月
間
と
し
て
全

国
的
に
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
本
県
で
は
知
事
が
実
施
委
員
長
と
な

り
、
こ
の
運
動
に
す
べ
て
の
県
民
の
善

意
と
力
を
結
集
し
て
社
会
環
境
の
健
全

化
を
す
す
め
よ
う
と
、
愛
の
協
力
を
呼

び
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
動
の
中
心
と
な
る
の
は
、
県
の
保

護
司
連
盟
お
よ
ぴ
地
区
保
護
司
会
で
、

こ
と
し
も
封
筒
募
金
を
行
な
い
ま
す
。

　
募
金
の
期
間
は
七
月
中
、
一
世
帯
当

た
り
三
十
円
以
上
を
目
標
に
し
た
任
意

募
金
で
す
。

　
各
種
の
募
金
つ
づ
き
で
ご
意
見
も
あ

ろ
う
と
は
存
じ
ま
す
が
、
近
く
「
愛
の

協
力
募
金
封
筒
」
を
お
配
り
い
た
し
ま

す
の
で
、
そ
の
際
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

新
潟
県
警
察
官
募
集

　　名塚春二先生の手で見事に復元された土器が町に寄
　贈され、町長室に飾られた。
　　左が中子遺跡（上野）から出土した大洞（おおぼら）式

　土器で、紀元前2・000年前後に使われたもの。
　　右は塚原遺跡（川治）の土器。

佐江野中大渋村　　藤登北田田藤高高酒引藤藤口澤條島谷越昇巻坂堀村村巻橋橋井間田

饗鴛嬉蛭難難弘鼻響畢講

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

①
採
用
人
員
　
約
百
四
＋
人
の
予

定
（
う
美
学
奎
丈
）
　
（

②
受
験
資
格
＋
八
歳
呈
、
ニ
ヘ
◎
新
郎

十
六
歳
未
満
の
男
子
、
た
だ
し
、
高
．
◎
新
婦

校
卒
見
込
み
者
は
十
七
歳
。

③
受
付
　
六
月
九
日
か
ら
八
月
二

＋
九
日
ま
で
。

④
試
験
日
　
八
月
三
＋
一
日

⑤
そ
の
他
　
　
試
験
地
は
新
潟
、
長

岡
詩
上
直
薄
小
出
硅
和
（
◎
新
婦

田
の
い
ず
れ
か
。
初
任
給
は
高
卒
で

二
万
三
千
九
百
円
。
詳
し
く
は
も
よ

り
の
派
出
所
、
駐
在
所
へ
。
　
　
　
　
田
村

◎
新
郎
　
上
村
　
清
美
　
上
　
野

◎
新
婦
　
本
多
　
秀
子
　
長
　
野
か
ら

◎
新
郎
　
戸
田
　
英
彰
　
仁
　
田

◎
新
婦
　
津
村
久
美
子
　
秋
　
田
か
ら

　
　
　
　
野
澤
光
雄
野
口

　
　
　
　
小
田
島
和
子
　
秋
　
田
か
ら

　
　
　
　
中
島
喜
平
治
　
上
　
野

　
　
　
　
久
保
田
敬
子
　
十
日
町
か
ら

　
　
　
　
高
橋
洋
助
上
町

　
　
　
　
小
川
ハ
ル
子
▼
十
日
町
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ぼ

　
　
　
　
高
橋
　
幸
作
　
室
　
島
か
ら

　
　
　
　
高
橋
ケ
イ
子
　
高
　
倉

　
う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
正
弘
一
策
長
男
鶴
吉

（◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

◎
新
婦

◎
新
郎

（（

藤
田
　
雄
一
　
逸
雄
．
長
男
　
根

引
間
　
智
寿
一
三
男
坪

酒
井
　
厚
子
　
直
春
　
長
女
　
木

高
橋
　
日
和
　
和
義
　
長
女
　
伊

高
橋
　
範
子
　
秀
夫
　
長
女

藤
巻
　
　
昇
　
喜
一
　
長
男

田
村
　
　
弘
　
直
行
　
長
男

田
村
　
英
世
　
賢
太
郎
二
男

北
堀
紀
美
子
　
益
男
　
長
女

登
坂
め
ぐ
み
誠
　
長
女

藤
巻
代
里
子
　
一
郎
　
二
女

昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

中小野岩上山野
仙白　　　野
田倉口瀬野田口

塩岩小上上寺四伊木坪根
　　白　　　ケ郎
辛瀬倉野野崎兼友島山深

八六六六六六四
四八八三三〇一

　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

本
堂
の
軌
野
群
鉄
舟

朝
顔
に
朝
礼
の
列
と
と
の
は
ず

　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
　
　
凡
石

梅
雨
晴
の
明
る
き
庭
を
蝶
よ
ぎ
る

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
　
文
峯

田
草
取
る
笠
に
を
り
を
り
風
至
る

歌
壇

　
　
　
　
原
田
根
津
と
さ
子

風
透
け
て
み
づ
み
づ
し
さ
の
蘇
え
る
除

草
終
え
た
る
茗
荷
畑
は

余
韻
も
ち
響
き
わ
た
れ
る
寺
の
鐘
夕
づ

き
初
め
し
青
き
田
原
に

蔓
ば
ら
は
我
家
を
か
こ
む
花
な
り
し
紅

燃
え
立
ち
て
今
盛
り
な
り

ノ




